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ロールプレイ 事例 

◆居室の施錠 施設入所当初から不意に他者に手が出ていた Y さんについて 

 

職員が間に入ることでなんとなくやり過ごしていましたが、入所から 5 ヶ月ほど経過

すると誰かがそばに来るだけで手や頭が出てしまい他害を防ぐことが困難になってき

ました。また、壁などへの頭突きを繰り返して怪我をしてしまうことも多くなりまし

た。しかし職員がそばにいることも苦手で、そのことからさらに課題行動を誘発させ

てしまいます。 

 

そして、〇月〇日、他利用者に対しての他害行為を防げず怪我をさせてしまう事故が

発生しました。勤務していた３人の職員はその場で話し合い、Ｙさんを居室に誘導し

て施錠しました。その後、サービス管理責任者がケース会議を開き、当面の支援方針

や行動制限について検討し、下記の方針としました。 

 

①玄関前の居室へ引っ越す（本人の用スペースと他の利用者の居住空間の境目に木製

のパーテーションを配置して環境を分離した）。 

②壁や床に頭をぶつける自傷行為が顕著に見られたことから、本人用スペースの全て

の壁や床に保護材として、クッションやジョイントマットを取り付けた。 

③職員がユニットに入室する時に、他害行為や自傷行為が出やすいためＹさんの居室

とスタッフルームの間には段ボール箱を組み立てて緩衝材とした。 

④利用者誘導や外部の方（清掃職員、医師の確認、見学者など）ユニットに入る際に

は、居室へ誘導してパーテーションを立て、合わせて居室の施錠対応もしていた。行

動制限の方針として、約 1 ヶ月間の期間で、施錠時間は 1 日で 2 時間程度と設定し、

施錠時の記録をこまめに行うことを統一した。 
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グールプワーク用 

 

設定：身体拘束を行うことを、家族へ説明を行い、同意を
得る 

配役を決めて氏名を記入 

【説明する側】 

① サービス管理責任者 （1 回目：        2 回目：      ） 

 

② 生活支援員       （1 回目：        2 回目：      ） 

 

 

【説明を受ける側】 

③ 家族１           （1 回目：        2 回目：      ） 

 

④ 家族２           （1 回目：        2 回目：      ） 

 

 

 

 

⑤ 任意の参加者      （1 回目：        2 回目：      ） 

＊配役⑤については、自由に設定可（例：相談支援専門員、管理者等） 
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ロールプレイをするにあたって 

説明する側は、身体拘束の同意を得るために何を説明するのか、なぜ同意を求める

のかキーワードを考えて下さい。 

説明される側は、身体拘束の同意をしないために何を聞きたいか、なぜ同意できな

いのかキーワードを考えて下さい。 
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ワークシート  

脱衣やおむつはずしを制限するために、介護服（つなぎ服）を着け

る 

→身体拘束をしない工夫を考えてみよう 

 

（個人ワーク） 

 

 

 

 

 

（グループワーク） 
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ワークシート  

徘徊しないように、車いす、ベッドに体幹や四肢等をひもで縛る

（徘徊中に転倒し、骨折やケガの恐れあり） 

→身体拘束をしない工夫を考えてみよう 

 

（個人ワーク） 

 

 

 

 

 

（グループワーク） 


